
 

 

 

 

今月
こんげつ

の保健
ほ け ん

目標
もくひょう

は『姿勢
し せ い

を正
ただ

しくしよう！』です。 
 
 よい姿勢

し せ い

で過
す

ごすと、内臓
ないぞう

の働
はたら

きがよくなり、「健康
けんこう

で疲
つか

れにくい体
からだ

」をつくることができます。ま

た、背筋
せ す じ

をぴんと伸
の

ばすことで、背骨
せ ぼ ね

が曲
ま

がる病気
びょうき

を防
ふせ

いだり、心
こころ

が明
あか

るくなったりします。勉強中
べんきょうちゅう

や食事
しょくじ

のときなど、日
ひ

ごろから姿勢
し せ い

には気
き

をつけてほしいと思
おも

います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 机
つくえ

と体
からだ

、背
せ

もたれと体
からだ

の ひじを直角
ちょっかく

に曲
ま

げて、    字
じ

を書
か

くときの目
め

と机
つくえ

の 

 間
あいだ

にグーがひとつずつ。    チョキで机
つくえ

をはさめたら高
たか

さ OK！  距離
き ょ り

は、両手
りょうて

２つ分
ぶん

のパー。 
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１１月
がつ

の保健
ほ け ん

行事
ぎょうじ

  

○ 姿勢
し せ い

検査
け ん さ

・体重
たいじゅう

測定
そくてい

 

○ 保健
ほ け ん

委員
い い ん

による歯
は

ブラシチェック 

し せい 

ぽかぽか 



 

朝晩の気温の変化が激しく、空気が乾燥してきたせいか、風邪をひいている人が増えて 

きました。 

 

 

●インフルエンザ                 

 手洗い、うがい、マスクの着用などにより感   なお、予防にあたっては、免疫力・抵抗力を高め 

染予防に努めましょう。予防接種は効果が出る  ることも欠かせません。十分な睡眠や栄養バランス 

まで約２週間かかる（約５か月間有効）とされ、 のとれた食事など、お子さんの生活を見直してあげ 

接種する場合は早めに済ませる必要があります。 てください。 

●ノロウイルス                 また、感染・発症した場合、症状が治まっても感 

 手洗い、食材・食器の洗浄を念入りに行いま  染力が残る場合があります。医師の指示に従い、出 

しょう。患者の嘔吐物から感染が拡大するケー  席停止期間を含めて、お子さんの完治に努めていた 

スが多く、次亜塩素酸ナトリウム（市販の塩素  だきますようお願いします。 

系漂白剤）を使った確実な処理が必須です。 

 

                           参考文献：学校保健 H25.9、日本学校保健会 

 １１月の保健目標「姿勢を正しくしよう」に合わせて、姿勢の検査（脊柱側わん症の検査）を行いま

す。脊柱側わん症とは、背骨が側方に曲がり、多くはねじれも伴う病気です。 

◆機能性脊柱側わん症 

外傷、姿勢、下肢長差などの原因による一時的な側わん状態で、わん曲は軽度でねじれを伴いません。

一般的には、不良姿勢によるものが最も多く、姿勢を正しくすることで自然に矯正されます。 

◆構築性脊柱側わん症 

 ねじれを伴った脊柱の側方へのわん曲で、もとの正常な状態に戻らなくなったものです。原因は不明

ですが、７対１の割合で女子に多く、大多数は１０～１５歳で発症します。この場合は、早期発見と医

療機関での治療が必要です。 

◆姿勢検査のチェックポイント 

 脊柱側わん症のチェック 

ポイントとして、学校保健 

法では右図①～④が示され 

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 １学期に、歯科検診の結果から「治療を必要とする人」「相談の必要がある人」にお知らせ用紙をお

渡ししました。そこで、お知らせ用紙をもらったもののまだ歯科医院へ行っていない人に、再度用紙を

配布する予定です。今回もらった人は、早急に歯科医院で受診されますようお願いいたします。 

おうちの方へ 

冬期の感染症予防と流行防止について 

姿勢検査について 

歯科検診の再治療勧告について 

①左右の肩の高さのちがい 

 

②左右の肩甲骨の高さの 

 ちがい 

③左右のこしの高さのちがい 

（ウエストラインのちがい） 

             ④前屈位をした時の 

              背部隆起の左右の 

              ちがい 


